
新型コロナのため，最近は，自

宅待機の日々を過ごしています．

オンライン授業のために，動画を初めて作成したり，少人

数の場合には zoomで授業をやってみたり試行錯誤の日々

です．スライドに音声を追加するだけなら意外となんとか

なりましたが，zoomにiPad画面を表示させようとすると，

接続が不安定だったり，学生に画面が一部見えませんと指

摘されたり，授業開始の３時間前に学生が待っていますと

zoomからメールが来たり．iPad を使って少し板書もどき

も行なっていますが，学生はスクリーンショットを撮るだ

けかもしれません．こちらでは，オンライン授業はもう少

し続きそうですが，皆様はいかがお過ごしでしょうか？

研究に関してはデータ解析が主ですので，実験系とは違

い，まだなんとかなってはいます．通勤時間や会議が減っ

た分，少し研究が進んだ一方，学生への指導がオンライン

のみになり，コミュニケーション不足が生じているのをど

のように解消するかが現在の課題です．学生も論文を読ん

だり，自宅から研究室のPCにログインして，データ解析を

進めたりしているようではありますが．

私は，宇宙の巨大な天体を満たすプラズマからのX線を

観測することにより研究を行なっています．典型的には水

素の数密度が１０００個/m3 前後．１０個/m3 の低密度のプラズ

マの検出まで到達するのが目標です．比較的シンプルなプ

ラズマなのですが，データ解析においてはバックグラウン

ドとの戦いが続きます．膨大なバックグラウンドの中か

ら，目的とするデータを拾うのはどの分野でも大変だなと

最近実感しています．

編集委員の任期も残り少なくなりました．プラズマとい

う共通点はあるものの，自分の研究とはかなり違った分野

に触れることができ，いろいろ勉強になりました．任期が

終わる頃には，完全に元通りとはいかなくても日常生活が

ある程度戻ってくることを期待しています． （松下恭子）
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